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フレアは恒星表面での爆発現象であり、黒点周辺に蓄えられた磁気エネルギーの解放が原因だと考えられてい
る。太陽で起こるフレアで解放されるエネルギーは一般に 1029 ∼ 1032ergである。連星やM、K型星のような
晩期型星ではさらに大きなフレアが観測されているが太陽のような自転速度の遅い G型主系列星の単独星では
1032erg以上の「スーパーフレア」は起こらないと考えられていた。このような星ではスーパーフレアを起こすほ
どの磁気エネルギーを蓄積することが困難であると考えられているからである。しかし Schaefer et al.(2000)は過
去の観測データのサーベイから自転速度の遅いG型主系列星の単独星で 1033 ∼ 1038ergもの大きなエネルギーを
放出をするスーパーフレアが起こった可能性があることを指摘した。しかし、その発見数はわずか 9例であった。
我々は NASAが系外惑星探索のために打ち上げたKepler衛星が取得し、アーカイブデータとして公開されて

いる時間分解能 30分の約 120日間の光度曲線を用い、急激な増光を検出することによりG型主系列星でのスー
パーフレアを多数 (365イベント)発見した。発見されたスーパーフレアの最大エネルギーは 1036erg程度であっ
た。またスーパーフレアのエネルギーごとの発生頻度分布が太陽フレアの発生頻度分布と非常に似た傾向を示す
ことが明らかとなった。今回、我々はその後公開され約 3年間 (1200日)分となった光度曲線を用いて同様の解析
を行い、さらに多数のフレアを発見した。スーパーフレアの発生頻度分布はベキ型の分布を示すので観測期間が
10倍となったことで 10倍大きなエネルギーのスーパーフレアが観測されることが期待される。本発表では３年
間の長期モニターから明らかになったスーパーフレアの性質について発表する。


